
定例記者会見

太田市
令和7年5月23日



市長就任後の
情報発信について

案件①

企画部 広報課



1. 市長公式Xの開設

 アカウント名
穂積昌信 ｜群馬県太田市長
@hozumi_masanobu

 開設日
令和７年５月１日（木）

 内容
市の施策や、日頃の公務活動などを
写真とともに順次発信中

（市長公式X）



2. エフエム太郎番組
「太田市長のほづみんトーク」開始

 放送開始日
令和７年５月１３日（火）

 放送日
第２・第４火曜日、お昼の12時３０分～４５分
再放送は同日の１８時１５分～３０分

※第１回目は５月１３日（火）に放送済み

（エフエム太郎収録の様子）



2. エフエム太郎番組
「太田市長のほづみんトーク」開始

 内容
エフエム太郎パーソナリティーとの
対談形式で、直近の公務の様子や
市民に知ってほしいことを伝える

 多媒体との連携
「市長公式Ｘ」で、放送内容の
告知ショート動画を毎回発信

（告知ショート動画）



3. 市広報紙「広報おおた」
「市長の動き」コーナー新設

 開始日
令和７年６月１日号から
毎号１日に掲載

 内容
直近の公務の様子を掲載
（写真とコメント）

（市長の動きコーナーイメージ）

写真 写真

コメント コメント



4. 定例記者会見の刷新

 開始日
令和７年5月23日から

 内容
市長自らが会見事項の案件をモニターを使用し
説明を行う

 動画を撮影し編集後、市公式YouTubeに公開



市長と語る
「ほづみーと～meet(会う)～･

オンライン」

太田市の未来を考える
案件②

市民生活部 市民そうだん課



太田市の未来を考える

市長と語る「ほづみーと～meet(会う)～

・オンライン」

市長とのオンラインによる対話がはじまります。



事業の内容

市長があなたの声に耳を傾けます。

自由に語り合い、一緒に

「より良い未来の話」をしましょう。



事業目的①

市民の皆様との語らいの中から、

魅力ある太田市政を進めるうえでの

「おおきなヒント」を頂きたい

と考えています。



事業目的②

太田市でのデジタル広聴を推進します。



オンラインツール

市長と市民を繋ぐオンラインツールとして

今回は ZOOM を採用します。

参加者はZoom環境を整えて頂くことになります。

・オンラインなので、平日夜ご自宅など

どこからでも参加いただけます

※静かな環境での参加をお願いします。



参加についての条件

・参加者 太田市在住、在勤、在学者で

Zoom環境が整っている方、先着10名

※参加者には後日Eメールで連絡します。

・視聴者 Zoom環境が整っている方

参加者を含め１００名



テーマについて

「ほづみーと～meet(会う)～・オンライン」では毎回
テーマを決めて、テーマに沿った対話を
します

初回のテーマは・・
「もしも私が市長なら・・」です。



今後のスケジュール

 申込期間 ６月１日（日）～６月13（金）

市のHP,LINE,X,群テレｄボタンにて

開催日の2週間前までに募集案内の配信

（初回のみ上記日程）

 初回開催 6月25日（水）午後7時～8時



令和７年 国勢調査
連絡業務のデジタル化

案件③

企画部 企画政策課



令和７年 国勢調査
連絡業務のデジタル化

公式LINEを活用し本部・指導員・
調査員の負担を軽減します



 国勢調査 調査員1,084名 指導員174名
 関係者の連絡 電話・郵送 + 公式LINE(県内初)

国勢調査に公式LINE活用

例 わからないことはチャットボットに聞く、足りないものはLINEで取寄せ

注意が必要なことは一斉連絡

イメージ図


